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きじまるくん

　　　　　　　赤かて・白かて
暑い夏が終わ『）、スポーツシーズンを迎えた9月19日に保育所において第22

回親子運動会が行われました。子供たちは、秋晴れの中で元気にかけたり、お

ゆうぎをしたりとがんばりました。

写真は全児童による玉入れ「赤かて・白かて」です。



こ
　平成6年度の一般会計と特別会計の決算が9月4日からの第三回定例議会で認定さ

れました。

　健全で効率的な財政運営を墓本理念とし、笑顔のあふれる明るいふるさとづくりの

ためにさまざまな事業を行いました。

　平成6年度に入ったお金、使ったお金について、町の財政の状況を報告いたします。

　
平
成
六
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

規
模
は
、
入
つ
た
お
金
（
歳
入
）
が
、

四
一
一
億
六
、
一
一
五
五
万
一
、
六
六
九

円
、
使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
が
、
＝
一

七
億
一
、
〇
九
四
万
九
、
三
三
〇
円
、

実
質
収
支
は
二
億
七
、
一
〇
八
万
九
、

七
四
九
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
前
年
に
比
べ
四
億
二
、

六
一
一
一
二
万
一
￥
五
〇
四
円
、
一
一
・

一
％
の
増
。

　
歳
出
は
￥
六
￥
一
一
一
五
八
万
一
￥
一
二

七
一
円
、
　
一
・
七
％
の
増
。
と
そ
れ

ぞ
れ
前
年
度
を
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
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財
源
の
基
軸
は
町
税
で
す

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
町

税
は
一
七
億
四
、
一
五
三
万
九
、
二
一

〇
円
で
前
年
度
よ
り
二
、
三
九
一
万
七

一
〇
四
円
、
一
・
四
％
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
歳
入
全
体
の
四
〇
・
八
％

を
占
め
、
貴
重
な
町
の
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
額
を
平
成
七
年
三
月
末
世
帯
数

（
三
、
六
三
六
世
帯
）
で
除
し
て
み
る

と
、
　
一
世
帯
あ
た
り
四
七
八
、
九
七
一

円
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
表
1
）

ま
た
住
民
一
人
あ
た
り
で
は
約
一
四
万

円
負
担
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
多
い
の
は
地
方
交
付
税
（
行
政

水
準
の
地
域
均
衡
を
図
る
た
め
、
町
税

で
賄
い
き
れ
な
い
必
要
財
源
の
不
足
分

と
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
）
で
、
全

体
の
二
〇
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
国
・
県
支
出
金
は
前
年
よ
り
、
五
、

二
七
一
万
三
、
五
四
二
円
、
十
四
・
八

％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
老
人
保

護
措
置
費
負
担
金
及
び
普
通
建
設
事
業

費
支
出
金
の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

　
ま
た
、
繰
入
金
が
前
年
に
比
べ
二
億

六
、
二
八
四
万
二
、
〇
六
八
円
、
一
五

八
・
一
％
と
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
総
合
文
化
会
館
建
設
の

た
め
の
本
体
工
事
費
及
び
監
理
委
託
料

を
公
共
施
設
整
備
基
金
よ
り
繰
り
入
れ

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

（2）
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扶

　
　
　
　
　
甚
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疹

物件費
　　10．3％

，，　　　補助費等
騨　　　　　15。3％

＼奪

　
“
学

南
討
一
：
壌

維持補修費
　　　0．6％

経
釣

381，339，942

lO，3％

37億1，094万9，330円

104，780，268

　2．8％

169、692、960

　4．6％

174，ll2，087

　4．7％

歳出決算額
〔グラフ1〕

目的別

307，090、093

　8．3％

内訳1単位：円

352，鰯，078

　　9．5％

4嬬6，413，355

12．0％

452，232，214

12．2％

467、876、322

12．6％

855，406，011

23，0％

普
通
建
設
事
業
二
〇
・
二
％
増

o
目
的
別
歳
出
の
状
況
〔
グ
ラ
フ
ー
〕

　
歳
出
決
算
額
は
、
三
七
億
一
、
〇
九

四
万
九
、
三
三
〇
円
で
前
年
度
（
三
六

億
四
、
七
三
六
万
七
、
九
五
九
円
）
に
比

べ
六
、
三
五
八
万
一
、
三
七
一
円
、
一
・

七
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
最
も

多
い
の
は
総
務
費
（
二
三
％
）
次
い
で
民

生
費
（
＝
丁
六
％
）
、
教
育
費
（
一
二
・

二
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
総
合
文
化
会
館
建
設
事
業
、
老

人
保
護
措
置
委
託
事
業
、
身
体
障
害
者

福
祉
事
業
等
、
町
の
重
点
施
策
の
占
め
る

割
合
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

美
し
い
む
ら
づ
く
り
事
業
等
の
減
に
よ

り
二
〇
・
七
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

o
性
質
別
歳
出
の
状
況
〔
グ
ラ
フ
2
〕

　
総
合
文
化
会
館
建
設
事
業
、
農
産
物

直
売
所
建
設
費
補
助
、
道
路
整
備
事
業

等
、
事
業
の
積
極
的
展
開
に
よ
り
、
普

通
建
設
事
業
が
二
〇
・
二
％
と
伸
び
た

他
、
扶
助
費
も
老
人
保
護
措
置
委
託
事

業
等
の
増
に
よ
り
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
費
及
び
繰
出
金
は
減
少
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
江
南
中
央
第
一

土
地
区
画
整
理
組
合
補
助
金
の
皆
減
、

農
業
集
落
排
水
及
び
老
人
保
健
特
別
会

計
繰
出
金
の
減
が
主
な
要
因
で
す
。
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平成6年度主要施策
　長期化する景気低迷や円高に加え、阪神大震災など社会不安

の波がおし寄せましたが、健全財政堅持に努めながら住民サー

ビスの向上と福祉の充実を図るべく総合振興計画に掲げられた

諸事業を実施いたしました。
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総
　
　
　
　
　
購
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愚

　
　
　
　
な
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蜻
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し
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ま
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種
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談
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の
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開
篠
区
運
営
費
の
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渤
、
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の
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、
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、
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億
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蜜
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案
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及
び
町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る

鍛
園
の
整
備
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行
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ま
し
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⑨
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護
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置
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身
体
障
空
暑
援
護
事
業
、
在
宅

S　　
　
　
介
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償
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ま
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た
家
庭
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叢
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児
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の
指
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￥
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く
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施
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費
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醐
灘

総

欝
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民
3
、
＼

衛生費
24，749円

平成7年3月末日12，408人で計算

誰◎欝り響商工費
1。064円

±木費
35，978円

費

繍
羅

教弛
円・
脳
欝

そ
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　　3，711月

　　12，395人

　　　99．4％

　　7，330m3

　　5，797m」

1，968，030㎡

372，847，699円

359，778，636円

13，069，063円

351，009，916円

248，544，888円

102，465，028円

36，919，946円

　1，200，000円

35，719，946円

150，080，312円

125，990，794円

24，089，518円

墨
　●給水戸数じ

∫●給水人口
．L

I●普及率
命　●一日最大配水量

一1　●一日平均配水量

命　●年間有収水量
ぺ

毒　収益的収入及ぴ支出
と

尋　水道事業収益

‡　営業収益

弁　営業外収益
1水道事業費用

　　営業費用

　　営業外費用

　資本的収入及び支出
！資本的収入

↓　　一般会計負担金

1　負担金
　資本的支出

　　建設改良費

　　企業債償還金

　農業用水の水質保全と農村生活環境の改善整備を図

るため、積極的に取り組んでまいり、歳入総額9億2，281

万3，532円、歳出総額9億1，689万5，559円となり差引き

591万7，973円を残し決算されました。

　　　　　　　　一般会計繰入金72、529、000円r一般五計繰入金72，529，000円

県補助金
534，291，000円

町債
273、000，000円

その他42993532円

歳
入

，u》v’

農業集落排水事業費

　　896、875，777円
歳
出

公債費20，019，782円

2，762．2m

1，294　ml

8，087．8m

153．7m

○小江川地区

　管路埋設工事

　処理施設用地取得

○御正地区

　管路埋設工事

〇三本地区

　処理施設外構工事

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
や
医
療
保
険
制
度
を
取
り
ま
く

環
境
の
厳
し
い
な
か
で
、
歳
出
総
額
の

七
七
・
二
％
が
保
険
給
付
費
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
歳
入
総
額
五
億
三
、
〇
二
七
万
九
、

〇
四
三
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
四
億
四
、

三
六
八
万
五
、
〇
五
六
円
で
差
し
引
き

八
、
六
五
九
万
三
、
九
八
七
円
を
繰
越

し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
保
険
税
は
一
世

帯
当
た
り
一
五
万
三
、
九
八
九
円
、
　
一

人
当
た
り
六
万
八
、
二
七
二
円
納
め
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

凸
凸
爵
属
し
離
口
脅
口
9
亘
n
禽
『
ザ
軌
　
耳
は
　
㌧
耳

　
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
老
人
医
療
費

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
六
年

度
末
の
受
給
者
は
一
、
〇
五
六
人
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
五
億
六
、
七
六
二
万
一
、

七
四
五
円
、
歳
出
合
計
五
億
六
、
七
四

四
万
三
、
三
六
三
円
で
差
し
引
き
一
七

万
八
、
三
八
二
円
を
繰
越
し
決
算
さ
れ

ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年
寄
り

が
医
者
に
か
か
り
、
町
が
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
医
療
費
は
五
億
三
、
七
〇
四

万
四
、
四
二
一
円
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
一
一
・
五
％
の
伸
び
と
な
り
、
歳

出
全
体
の
九
四
・
六
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
●

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
支
払

額
は
、
一
〇
万
七
、
八
二
三
円
の
支
払

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保険給付費
342，664，404円

出

人
沁
他
歳

老
そ

国・県支出金
140、377，783円

　
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
は
、

同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、

対
象
地
域
の
居
住
環
境
の
整
備
改
善
の

た
め
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
六
年
度
末

の
貸
付
総
数
二
十
件
、
そ
の
内
新
築
分

は
十
七
件
、
改
修
が
三
件
で
す
。

　
平
成
六
年
度
は
、
新
築
資
金
の
貸
付

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

入
　
諸
収
入

歳

n
経
　
皿

皿
　
丁
巷
、
　
且
　

耳
　
「
匹
　
　
9
　
罫姦

　

r
齢
　
胃
瀞

F．

ユ
「
」
F
二

　
受
給
者
一
人
当
た
り
の
額
は
四
七
万

八
九
四
九
円
に
な
り
ま
す
。

医　療　諸　費
538，675，309円

出

　
　
　
　
一
三
、

一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
一
、

繰
越
金

そ
の
他

合
　
計

六
二
二
、
四
八
四
円

六
九
九
、
O
O
O
円

二
〇
八
、
三
〇
〇
円

八
、
八
一
四
円

一
五
、
五
三
八
、
五
九
八
円

他
歳
　
　
公
債
費

そ
　
　
　
　
基
金
費

支払基金

363．799

国・県支出金
138、418、283円

入歳

一
四
、
九
九
二
、
七
八
一
円

貸
付
事
業
費

合
　
計

差
引
残
金

二
七
〇
、
○
O
O
円

六
九
、
三
三
九
円

一
五
、
三
三
二
、
　
一
二
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
六
、
四
七
八
円
ー



わたしたちの

健康をささえる

国民健康保険制度

　
わ
た
し
た
ち
は
日
頃
健
康
で
も
．
い

つ
ど
ん
な
と
き
に
け
が
や
病
気
を
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
そ
ん

な
と
き
に
そ
な
え
、
加
入
者
の
み
な
さ

ん
が
ふ
だ
ん
か
ら
収
入
に
応
じ
て
お
金

を
出
し
合
い
、
医
療
費
に
あ
て
る
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。

国
保
へ
の
加
入
の
届
け
出

　
日
本
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
何
ら
か

の
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
や
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す

べ
て
の
人
が
職
業
や
年
齢
に
関
係
な
く

国
保
へ
の
加
入
者
に
な
り
ま
す
。

　
国
保
へ
の
加
入
は
世
帯
ご
と
に
行
い

保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
交
付
さ
れ

ま
す
。届

け
出
が
遅
れ
る
と

　
国
保
に
入
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

そ
の
間
、
保
険
証
が
な
い
た
め
病
院
で

か
か
っ
た
医
療
費
を
全
額
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
ま
で
の
保
険
税

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
届
け
出
は

す
み
や
か
に
行
っ
て
下
さ
い
。

国
保
を
さ
さ
え
る
保
険
税

　
保
険
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
た
め

の
最
も
貴
重
な
桂
で
あ
り
、
国
な
ど
の

補
助
金
と
合
わ
せ
て
み
な
さ
ん
の
医
療

費
な
ど
を
給
付
す
る
大
切
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

　
税
額
は
、
加
入
者
の
所
得
、
資
産
、

加
入
者
数
等
に
よ
り
算
出
さ
れ
、
加
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ふ
え
つ
づ
け
る
医
療
費

　
病
気
や
け
が
な
ど
の
治
療
の
た
め
に

使
わ
れ
る
医
療
費
が
増
え
つ
づ
け
国
保

の
財
政
を
た
い
へ
ん
苦
し
く
し
て
い
ま

す
。　
医
療
費
が
ふ
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

わ
た
し
た
ち
の
医
療
水
準
が
そ
れ
だ
け

向
上
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

が
、
医
療
費
を
よ
り
有
効
に
使
う
よ
う

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
こ

と
が
国
保
の
財
政
を
守
り
、
保
険
税
の

上
昇
を
抑
え
る
の
で
す
。

・医織有効騰た蹴畑斑、
①重複受診はやめよっ

②できるだけ診療時間内に受診を

◎むやみに薬をほしがるのはやめよう

④早期発見・早期治療を

⑤家庭医をもとう

◎健康診断を受けよう

成
人
病
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に

　
　
　
　
　
人
間
ド
ッ
ク
を
ご
利
用
下
さ
い

　
町
で
は
、
国
保
に
加
入
し
て
か
ら
、

一
年
を
経
過
し
た
四
十
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。

こんなときはかならず届け出を
　　届け出は

●14日以内に

健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
も
、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
　
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
衛
生
課
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

こんなとき 捲参響藩粥鱗、、搾

菌
保
儲
燕
る
と
ぎ

他市区町村から転入して来たとき ㌣騨襟撫，、転鐵譲鯛叢

他の健康保険をやめたとき 麟献欝麟離睡轄1、、

生活保護をうけなくなったとき 晦灘，保護廃灘駿逓鱗轍「

子どもが生まれたとき 鶏幾麟保険護舞母繋健簾藻鵜，

1萎襲

他市区町村へ転出したとき 印かん，傑険羅

他の健康保険に加入したとき 印かん，国保邊健保の保険譲、

生活保護をうけることになったとき 印かん，保険証，保護麗姪瀧鐸薄騨、馨

死亡したとき 匠助・編、保険講繍灘灘購騒麹

　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

霧
．
潅
の
濃
鑛
難

退職者医療制度に該当したとき 纐羅糠襲・葎餐譲輪i繰険誕

退職者医療制度に該当しなくなったとき 働難i，保険譲

住所，世帯主，氏名などが変わったとき
1
鯉
麟 保険証

保険証をなくしたり、よこれて使えなくなったとき 繭懸灘，保険証，身分を証明ずる懸購

修学のため、子どもが他の市区町村に下宿するとき 鶴鞭懸i，裸険証在学証明書

長期旅行などで別個の保険証がほしいとき 瀬麟編保険証

（6）



お
と
し
よ
り
の
医
療

◇
老
人
保
健
制
度
っ
て
な
に
？

　
七
十
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど
の
場
合

は
六
十
五
歳
）
に
な
る
と
、
「
老
人
保
健
」

と
い
う
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
と
し

よ
り
が
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

の
費
用
の
負
担
を
軽
く
し
て
、
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
今
ま
で
加

入
し
て
い
た
医
療
保
険
を
抜
け
る
わ
け

で
は
な
く
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
場

合
に
つ
き
老
人
保
健
法
で
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
該
当
す
る
人
に
、
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
証

と
印
か
ん
を
お
持
ち
の
う
え
、
保
健
衛

生
課
で
手
続
を
し
て
下
さ
い
。
健
康
手

帳
と
医
療
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
い

ま
ま
で
の
保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
、
こ

の
健
康
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
の
三
つ

を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
。

※
保
険
証
が
変
わ
っ
た
時
は
必
ず
届
出

を
し
て
下
さ
い
。

◇
老
人
保
健
医
療
費
は
ど
の
く
ら
い
？

　
町
の
老
人
保
健
医
療
費
は
平
成
六
年

度
で
五
億
円
を
越
え
ま
し
た
。

　
毎
年
増
え
続
け
て
い
る
医
療
費
は
、

人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
医

療
技
術
が
高
度
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
健
康
水
準
の
向
上
に
役
立

つ
点
で
は
し
か
た
な
い
こ
と
で
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
ム
ダ
な
医
療
費
も
決
し

て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の
健
康

管
理
に
心
が
け
、
す
こ
や
か
な
毎
日
を

お
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
医
療
費
五
億
三
千
七
百
万
円
は

　
　
　
　
　
　
だ
れ
が
支
払
う
の
？

　
老
人
保
健
の
医
療
費
は
、
国
が
約
二

割
、
県
と
町
で
約
一
割
を
負
担
し
、
残

り
の
約
七
割
を
皆
さ
ん
の
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
五
億
円
は
、
国
民
の
納
め

る
税
金
と
保
険
料
（
税
）
に
よ
っ
て
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。

約5億3千7百万円

社保加入者
約1億8千3百万円

　　国保加入者

約3億5千4百万円

畢．
約5億3千7百万円

約2千8百万円
　　　　／＼

　　国　　県
約1億1千3百

　　　　万円

　　｛呆険米斗（税）

約3億6千8百万円

◇
は
し
こ
受
診
っ
て
な
に
？

　
一
つ
の
病
気
で
何
ヶ
所
も
の
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
「
は
し
ご
」
受
診
。

　
そ
の
都
度
、
検
査
や
処
置
、
注
射
、
投

薬
な
ど
を
や
り
直
す
た
め
、
医
療
費
の

ム
ダ
使
い
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
病

気
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
医
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
医
療
費
通
知
っ
て
な
に
？

　
町
で
は
、
老
人
保
健
医
療
を
受
給
し

て
い
る
七
十
歳
以
上
の
人
に
毎
月
医
療

費
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
左

記
の
内
容
と
な
り
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、

あ
く
ま
で
受
診
さ
れ
た
医
療
費
の
お
知

ら
せ
で
す
。

7年2月診療分
受給者番号 0012556
受給者氏名 江南太郎　　　　　　　　　　様

受給年月 入院・通院歯科・薬局の別
院樋院の日数 医療費の額

7年2月 通　院 2　　日 2，650円
日 円

日 円

日 円

日 円

日 円

日 円

日 円

日 円

日 円

日 円

日 円

◇
考
老
人
医
療
制
度
と
は
？

　
対
象
と
な
る
人
は
、
六
十
八
歳
、
六

十
九
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保

険
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
で
所
得
制
限
限
度
額
（
本
人
ま
た
は

配
偶
者
の
町
民
税
の
課
税
標
準
額
が
二

百
六
万
円
）
を
越
え
な
い
人
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◇
窓
口
で
支
払
う
費
用
は
？

　
老
人
保
健
法
（
七
十
歳
以
上
）
又
は
、

㊨
（
六
十
八
歳
・
六
十
九
歳
）
で
、
お

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
に
自
分
で

江南町疾病件数分類（平成7年2月診療）

200イ牛100f牛

91件

支
払
う
費
用
（
一
部
負
担
金
）
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
段
階
的
に
変
わ
り
ま
す
。

4件

標食入
準事院
負代蒋
握のの
額

一 般 1　日 600円
住民税非課

税世帯等

90日までの入院

90日を超える入院
※1日
※1日
450円
300円

住民税非課税世帯等で老齢福祉

年金の受給権者 ※1日 200円

外来縁か月につ齢 入駝11田につき）

平成7年度額 1，010円 700円（翁離よ）

平成8集

4月主1日から
消費者物価にスライド 消費者物価にスライド

支払い
の方法

ひとつの医療機関ごとに毎月

最初の診療日に支払う。総合

病院では各診療科ごと、張科

と歯科では別々に支む、う

入院日数分支払う／ただし、

住民税非課税世帯等で、老齢

福祉年金の受給権者は、1日

3QO円を2か月間だけ支払う1

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
申
請
に

よ
り
交
付
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

13件

23件

51件

1

8件

　181牛

38

71件

116件

24f牛

27件

124件

25f牛

26件

　　（番号は疾病分類による番号）

01．感染症及び寄生虫症

02．新生物

　　内分泌、栄養及び代謝疾患並びに免
03．
　　疫障害

04．血液及び造血器の疾患

05．精神障害

06．神経系及び感覚器の疾患

07．循環系の疾患

08．呼吸系の疾患

09．消化系の疾患

10．泌尿生殖系の疾患

12．皮膚及び皮下組織の疾患

13．筋骨格系及び結合組織疾患

16．症状、徴候及び診断名不明確の状態

17．損傷及び中毒
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第
五
目
目

　
今
日
は
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
か
ら
シ

ド
ニ
ー
へ
の
移
動
日
で
あ
る
。

　
午
前
中
は
自
由
行
動
。
皆
さ
ん
も
多

少
の
余
裕
が
で
き
て
き
た
の
か
、
行
動

も
三
三
五
五
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る

人
達
、
海
岸
へ
散
歩
す
る
人
達
、
ホ
テ

ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
時
間
を
つ
ぶ
す

人
達
な
ど
、
結
構
自
分
な
り
の
楽
し
み

方
も
お
ぼ
え
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
日
、
後
に
す
る
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

ス
ト
は
四
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及

ぶ
海
岸
線
で
、
名
前
の
と
お
り
小
石
ひ

と
つ
な
い
黄
金
色
の
砂
浜
で
、
マ
リ
ン

ブ
ル
ー
の
海
水
に
は
目
を
見
張
る
思
い

が
し
た
。

　
気
候
は
温
暖
で
レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
整

い
、
サ
ー
フ
ァ
ー
な
ら
ず
と
も
、
世
界

的
に
あ
こ
が
れ
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

　
ヤ
　
　
　
　
の

と
レ
う

　
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
か
ら
海
岸

ま
で
の
あ
い
だ
、
他
の
観
光
客
ど
こ
ろ

か
現
地
の
人
に
も
一
人
も
会
わ
な
か
っ

た
。
真
夏
の
日
曜
日
と
い
う
の
に
意
外

と
い
う
ほ
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
海
岸

線
が
あ
ま
り
に
も
長
く
、
大
陸
の
広
さ

に
対
し
て
人
口
の
少
な
さ
の
た
め
な
の

か
理
解
に
苦
し
ん
だ
。

　
午
前
の
自
由
行
動
も
終
わ
り
、
今
夜

の
宿
泊
地
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
へ
向
か
う

ゴ
ー
卿
F
コ
ー
ス
ト
ー
シ
睦

た
め
、
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
空
港
へ
と
バ
ス

は
走
っ
た
。
現
地
ガ
イ
ド
と
も
こ
こ
で

お
別
れ
で
あ
る
。

　
バ
ス
か
ら
航
空
機
に
乗
り
換
え
、

十
七
時
二
十
分
、
シ
ド
ニ
ー
空
港
に
再

度
到
着
。
今
夜
の
デ
ィ
ナ
ー
は
初
め
て

の
日
本
食
で
あ
る
。
軽
装
で
は
入
れ
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
急
い
で
着
替
え

て
、
現
地
で
も
有
名
な
日
本
料
理
店
「
サ

ン
ト
リ
i
」
に
着
い
た
。
琴
の
音
色
と

に
こ
や
か
な
着
物
姿
の
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス

さ
ん
に
迎
え
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
の
和
食

に
舌
鼓
を
う
っ
た
。
和
食
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
さ
す
が
に
五
日
目
の
夜
と
も

　
　
　
　
　
　
毒
襲
．
雇
羅
藍
論

　　　　　　　翌　　　　懸　　　纏　　丁、齢　纏，疋灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1

な
る
と
、
家
族
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る
。　
皆
さ
ん
も
同
じ
思
い
で
は
な
い
か
と

感
じ
つ
つ
、
シ
ド
ニ
ー
の
夜
の
街
を
歩

き
な
が
ら
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。
途
中
、

日
本
人
観
光
客
を
対
象
に
し
た
み
や
げ

店
も
多
く
見
ら
れ
、
日
本
語
の
看
板
が

目
に
つ
い
た
。

　
フ
リ
ー
タ
イ
ム
の
一
日
も
無
事
終
了
、

今
夜
は
和
食
を
食
べ
た
の
だ
か
ら
家
族

の
夢
で
も
見
ら
れ
る
か
な
あ
と
思
い
つ

つ
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た
。

（
感
想
）

O
出
発
前
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

連
日
四
十
度
以
上
の
猛
暑
で
街
行
く
人

達
も
汗
を
ふ
き
ふ
き
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ

ど
の
暑
さ
は
感
じ
ら
れ
ず
、
行
動
す
る

に
は
と
て
も
良
い
気
候
で
し
た
。

○
永
い
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ

っ
た
た
め
か
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
が
街
全

体
に
現
れ
て
い
て

雰
囲
気
で
し
た
。

、
上
品
な
街
並
み
の

O
シ
ド
ニ
ー
市
内
で
は
、
朝
の
通
勤
時

間
帯
で
も
人
通
り
が
少
な
く
、
と
て
も

静
か
で
日
本
で
は
想
像
で
き
な
い
光
景

で
し
た
。

内
田
喜
美
江

○
広
大
な
土
地
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
た
め
か
、
子
供
た
ち
が
大
変

明
る
く
の
び
の
び
し
て
い
る
様
に
感
じ

ま
し
た
。

○
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
果
物
売
場

で
は
、
品
物
が
雑
然
と
置
か
れ
、
腐
敗

し
て
い
る
物
ま
で
平
然
と
置
い
て
あ
り
、

本
当
に
熟
し
き
っ
て
か
ら
市
場
に
出
回

る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

O
公
式
訪
問
先
で
阪
神
大
震
災
の
お
見

舞
い
の
言
葉
を
頂
き
、
や
さ
し
い
気
持

ち
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

10月ゐ当番日 指定工事店名 電話番号

1　・6　・11・16・21・26・31 ㈲笠原設備工業所 36－3662

2　・　7　・12・17・22・27 ㈲松　本　設　備 36－5177

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

4　・　9　・14・19・24・29 ㈱光　栄　建　設 36－1052

5　・10　・15　・20　・25　・30 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206
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トピツワス 身近かな話題、ホツトなニュ雫スをお寄せください。

敬老会で楽しい一日

　9月14日・15日の2日間、江南荘にお

いて敬老会が行われました。

　長年にわた1）社会に貢献してこられた

みなさんを敬い、長寿を祝うために行わ

れ、町内70歳以上の人1，030人のうち、585

名のみなさんが元気に出席しました。

　15日には、寝たきり老人介護表彰が行

われ、岡田アサ子さん（野原）が表彰さ

れました。

o
O
昼
o
↑

諏訪神社大祭
　8月26日・27日、上新田地内の諏訪神

社大祭が盛大に行われました。

　この大祭は、五穀豊穣・家内安全・天

下泰平を願って行われたものです。

　神社に祀ってある屋台を出し、地区内

をね『）歩き、地区の人にとってとても楽

しい夏の終わりのひと時を過ごしました。

交通安全全国キャラバン隊

　8月21日（月）、本町に交通安全母の会全

国キャラバン隊が訪れ、メッセージ伝達

式並びに歓迎式が行われました。

　これは、“みんなですすめる交通安全ケ

をスローガンに、キャラバン隊活動を日

本列島くまなく展開しようとするもので、

県交通安全母の会連合会会長がキャラバ

ン隊の隊長とな1）、訪問先に総務庁長官

からのメッセージを伝達し、交通安全を

呼びかけました。



　
食
べ
物
が
お
い
し
く
感
じ
る
食
欲
の

秋
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
は
食
生
活

で
は
ど
の
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。
と
り
わ
け
、
食
生
活

は
成
人
病
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
適

正
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
一

人
ひ
と
り
が
自
覚
を
も
っ
て
食
生
活
の

改
善
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
さ
て
、
厚
生
省
よ
り
望
ま
し
い
食
生

活
の
あ
り
方
を
示
し
た
食
生
活
指
針
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
参
考
に
し
て

成
人
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

①
多
様
な
食
品
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

　
・
一
日
三
十
食
品
を
目
標
に

　
・
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
て

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
素
を
摂
取

す
る
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
食
品
を

ま
ん
べ
ん
な
く
と
る
の
が
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
省
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
国
民
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
国
民

が
一
日
に
摂
っ
て
い
る
食
品
の
数
は
平

均
し
て
二
十
二
品
目
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
だ
ま
だ
摂
取
す
る
食
品
の
数
を
増
や

し
た
方
が
良
い
よ
う
で
す
。

②
日
常
の
生
活
活
動
に
見
合
っ
た
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
を

　
。
食
べ
す
ぎ
に
気
を
つ
け
て
肥
満
を

　
　
予
防

　
・
よ
く
体
を
動
か
し
、
食
事
内
容
に

　
　
ゆ
と
り
を

　
日
常
の
生
活
活
動
は
、
一
人
ひ
と
り

に
よ
っ
て
か
な
り
違
い
ま
す
。
必
要
以

上
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
取
す
る
と
肥
満

と
な
り
ま
す
の
で
、
過
食
を
さ
け
る
と

と
も
に
、
適
度
の
身
体
活
動
に
よ
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

③
脂
肪
は
量
と
質
を
考
え
て

　
・
脂
肪
は
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

　
・
動
物
性
の
油
よ
り
植
物
性
の
油
を

　
　
多
め
に

　
動
物
性
の
油
よ
り
も
植
物
性
の
油
が

良
い
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
動
物
性

の
油
1
に
対
し
て
植
物
性
の
油
3
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

④
食
塩
を
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

　
・
食
塩
は
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
を
目

　
　
標
に

　
・
調
理
の
工
夫
で
無
理
な
く
減
塩

　
平
成
四
年
の
国
民
栄
養
調
査
で
ょ
、

　
一
日
の
平
均
摂
取
量
は
十
二
・
九

グ
ラ
ム
で
、
さ
ら
に
減
塩
す
る
の
が
望

ま
し
い
よ
う
で
す
。
減
塩
を
す
る
に
は
、

か
け
じ
ょ
う
油
な
ど
の
調
味
料
を
減
ら

し
た
り
、
漬
け
物
な
ど
の
塩
分
の
多
い

物
を
減
ら
す
だ
け
で
も
違
い
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
で
も
新
鮮
な
材
料
を
生
か
し

て
、
ひ
か
え
め
な
味
つ
け
を
す
る
よ
う

こ
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
食
生
活

　
々
」

　
・
食
卓
を
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に

　
・
家
庭
の
味
、
手
づ
く
り
の
こ
こ
ろ

　
　
を
大
切
に

　
一
日
一
回
で
も
、
家
族
全
員
が
そ
ろ

っ
て
、
楽
し
く
食
事
を
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
い
つ
の
場
合
も
心
の
こ

も
っ
た
手
作
り
の
食
卓
は
最
高
の
御
馳

走
で
す
。
大
人
も
子
供
も
家
族
そ
ろ
っ

て
お
い
し
く
楽
し
い
食
事
を
心
掛
け
ま

し
よ
・
つ
。

　
さ
あ
皆
さ
ん
、
家
庭
で
も
さ
っ
そ
く

実
践
し
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

・
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
肌
・
ネ
ッ
ト
）

　
九
月
十
日
、
江
南
町
体
育
協
会
主
催

に
よ
る
第
六
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
江

南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
り
の

中
で
大
会
は
行
わ
れ
、
二
〇
七
名
が
参

加
し
て
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
六
万
四
、
〇

五
四
円
が
江
南
町
杜
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス

　
コ
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

●

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位
　
　
　
　
　
　
（
御
正
新
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
・
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

第
五
位
　
　
　
　
　
　
　
（
板
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
7
．
2

◎
女
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

茨　水　高　野　山
88木95野90橋87辺82田

16久24－19　16享12
・義・夫・隆・司・隆
8　0＿2　8　0＿　御　＿　＿　＿
71板71正70、中70中70板
　・新…
2井0田8央2央O井）　　　 ）　　　 ）　　　 ）　　　 ）

優
勝
曽
田
シ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
9
　
　
2
．
6

準
優
勝
　
富
岡
　
政
枝

　
　
　
　
　
8
　
　
3
●
2

　
　
　
　
　
8
　
　
　
1

第
三
位
　
新
井
百
合
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
1
0
　
　
3
．
2

▽
ベ
ス
グ
ロ
賞

　
男
子
　
萩
原
　
聖
一

　
女
子
　
富
岡
　
政
枝

▽
ニ
ア
ピ
ン
賞

　
・
3
番
　
坂
井
　
靖
久

　
・
6
番
　
福
田
　
幹
雄

　
・
1
2
番
　
高
山
　
静
枝

　
・
1
7
番
　
山
内
　
辰
雄

▽
ド
ラ
コ
ン
賞

　
・
1
番
　
牛
尾
　
昌
子

　
・
9
番
　
寺
山
　
由
治

　
・
1
3
番
　
小
沢
　
清
二

　
・
1
5
番
　
萩
原
　
聖
一

76押74樋73中

8切8春4央

樋成

春沢

8876

　　 　　 　　 　
在在成在

勤勤沢勤

成在板三

沢勤井本
）　 ）　 ）　 ）
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り

ゐ、るさと

見
地
各
は
語
る

発再

「
片
尻
山
」

　
片
尻
山
と
は
小
江
川
地
区
に
あ
る
地

名
で
す
。
比
企
丘
陵
の
北
縁
部
に
位
置

し
て
い
る
丘
陵
地
の
一
画
で
、
現
在
は

山
林
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
質
的
に

は
凝
灰
岩
の
岩
山
と
な
っ
て
お
り
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
白
色
の
岩
肌
が
露
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
地
形
・
地
質
の
特
徴

が
地
名
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。　
白
色
の
凝
灰
岩
は
第
三
紀
層
と
い

わ
れ
る
今
か
ら
千
六
百
万
年
前
の
火
山

活
動
に
よ
り
堆
積
し
た
火
山
灰
で
、
当

時
海
だ
っ
た
関
東
地
方
に
厚
く
堆
積
し
、

現
在
の
荒
川
の
河
床
で
は
三
百
メ
ー
ト

ル
以
上
の
厚
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
質
的
に
は
比
較
的
新
し
い
岩
石

で
あ
る
た
め
、
固
結
度
が
低
く
あ
ま
り

固
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
風
化
の

進
み
方
は
早
い
の
で
す
が
、
切
り
出
す

の
が
容
易
な
こ
と
か
ら
古
墳
時
代
か
ら

石
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

横
穴
式
石
室
を
持
つ
古
墳
は
江
南
町
を

始
め
、
大
里
村
・
滑
川
町
・
嵐
山
町
．

東
松
山
市
・
吉
見
町
な
ど
に
千
基
以
上

あ
り
、
こ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
の
古
墳
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
発
掘
調
査
か
ら

推
定
さ
れ
ま
す
。
中
に
は
畳
二
枚
程
も

あ
る
巨
石
を
用
い
て
い
た
古
墳
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
大
量
の
石
材
は
露
頭
の
見
ら
れ
る
比

第56話

企
丘
陵
の
北
縁
か
ら
東
縁
部
の
地
域
で

採
堀
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
特
に
江
南
町

小
江
川
と
滑
川
町
福
田
で
は
古
い
時
代

の
採
掘
遺
跡
が
点
在
し
、
近
代
で
も
採

掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
採
掘

の
中
心
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

明
治
末
年
に
編
纂
さ
れ
た
「
小
原
地
誌
」

に
は
「
小
江
川
石
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
江
川
石
は
水
火
に
よ
く
耐
え
、

井
戸
側
・
釜
石
（
カ
マ
ド
の
用
材
）

敷
石
（
礎
石
・
根
石
）
に
広
く
使
用
さ

れ
て
い
る
。
」
こ
の
よ
う
に
古
代
か
ら

現
代
ま
で
採
掘
が
続
け
ら
れ
て

い
た
と
す
る
と
、
採
掘
地
に
は

大
穴
が
開
く
か
、
山
が
削
り
と

ら
れ
る
な
ど
目
立
っ
た
地
形
の

変
化
が
見
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
事
実
地
名
の
場
所
で
は
石

材
を
切
り
出
し
た
跡
が
は
っ
き

り
残
っ
て
お
り
、
山
の
東
側
が

断
崖
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
名
の
「
片
」
は
台
地
・
丘

陵
の
側
面
・
斜
面
、
つ
ま
り

コ
肩
」
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、

元
々
一
を
分
割
し
た
片
方
と
い

う
よ
う
に
、
見
た
目
で
わ
か
る

状
態
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
　
「
尻
」
は
「
後
」
と
同

義
で
後
方
・
末
端
・
裾
等
の
他

に
、
動
物
の
体
の
一
部
分
を
い
ま
す
。

こ
の
お
尻
に
は
左
右
の
山
⑳
が
一
一
つ
揃

っ
て
完
全
な
形
を
な
し
て
い
ま
す
。
昔

か
ら
物
の
形
を
人
の
姿
に
見
立
て
呼
ぶ

場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
片

方
が
欠
け
て
い
た
り
、
片
側
が
非
対
称

に
み
え
る
も
の
は
「
片
尻
」
と
い
わ
れ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
片
尻
山
の
地
名
は
先
に
記
し
た
地
形
．

の
特
徴
と
名
付
け
ら
れ
た
言
葉
の
意
味
が

良
く
一
致
し
て
い
ま
す
か
ら
、
石
切
場

の
あ
っ
た
こ
と
が
地
名
の
由
来
と
し
て

良
い
よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
山
の
形
が

変
わ
る
ほ
ど
大
規
模
に
採
掘
が
行
わ
れ

た
近
世
以
降
に
定
着
し
た
地
名
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯

●住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
違
反
建
築
違
反
宅
造
を
な
く
そ
う
）

　
　
十
月
十
一
日
か
ら
十
日
間
「
違
反
建

　
築
、
違
反
宅
造
を
な
く
し
て
住
み
よ
い

　
ま
ち
づ
く
り
」
の
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

　
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に

　
宅
地
の
購
入
や
家
屋
を
建
築
す
る
場
合

　
に
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く

．
だ
さ
い
。

躍

　
宅
地
の
購
入
は
「
市
街
化
区
域
」

内
に
。

　
「
市
街
化
調
整
区
域
」
で
は
、
原

則
と
し
て
建
物
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

二
　
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
敷
地
が

　
道
路
に
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
て
い

　
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
建
築
の
際
に

　
は
、
役
場
建
設
課
へ
建
築
確
認
申
請

　
書
を
提
出
す
る
の
を
お
忘
れ
な
く
。

三
　
宅
地
建
物
取
引
は
、
建
設
大
臣
か

　
知
事
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
依

　
頼
し
ま
し
ょ
う
。
く
わ
し
く
は
、
役

　
場
建
設
課
、
熊
谷
土
木
事
務
所
に
問

　
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

熊
谷
土
木
事
務
所
智
三
三
－
八
七
七
八

どなドぜ　

　　　　ヨ　なドらドゲぴドな　　　　　　　　　　　ハ　1　　　目　　　　　　　　　＿　l
l埼玉県取低賃金改正のお知bせl
l埼玉県最低賃金が次のとおり改正されました1
ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

1時間額　625円l
l一平成7年1・月1日から一1
斎　　　　　〈注意していただくこと〉　　　　　革
づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

葦　1　この最低賃金は、埼玉県内の事業場で使用されるすべての労働者（年齢・　筆

峯　　性別・常用・臨時等の別を問いません。）とその使用者に適用されます。　　　葦

1　2　時間額625円は、時間給で賃金が決められている人だけに適用されます。　　‘

‘　　3　精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・休日・深夜手当、臨時又は1　　峯

‘　　月を超える期間ごとに支払われる賃金を除いた金額が最低賃金額以上でなけ　　‘

∫　　ればなりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫
ま　　4　非鉄金属製造業、電気機械器具製造業、輸送用機械器具製造業、光学機械　　挙

茨　　器具・レンズ製造業、各種商品小売業及ぴ自動車小売業については、別途、　　藍

1　　産業別最低賃金が適用されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔓
チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

季詳しくは埼玉労働基準局難課又は最寄りの労働舞監督署へお問い合わせ下さい。　∫

1埼玉労働基準局・各労働基準監督署1
齢購析鞭r噺尻甑w一一瓶尉シ弱伍翼陥一脳y帥 嚇y瞠搬一錨y糠y幅㎜
（11）
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　本人に通知します。

◎費用の負担

　町が事業に要する費用の一部を補

　助します。補助額は、費用約20万

　円（交通費、保険料等）の3分の

　2とし、個人負担は7万円程度に

　なります。但し、渡航手続きにか

　かる費用や諸雑費は別に個人負担

　となります。

◎応募方法

　希望者は、役場企画課にある海外

　研修参加申込書に必要事項を記入

　のうえ、申し込んでください。

◎問合せ

　役場企画課　536－1521内線221

期　日

●
　　対象者

問合せ

幼稚園入園申込み

平成7年10月16日（月）から

平成7年10月21日ωまでの

6日間の午前9時から午後
5時まで（21日の受付けは

正午まで）

町内に居住する幼児で、

平成3年4月2日から平成
4年4月1日までに生まれ
たお子さん。

江南幼稚園　麿36－3373

県立高等技術専門学校の生徒募集

対象おおむね30歳までの人
科　目　羽生校一〇A事務科、測量

　　　設計科、マイコン・システ
　　　ム科／熊谷校一自動車整備

　　　科、機械工学科、C　A　D製

　　　図科（機械系）／本庄校一

　　　電気技術科

期間平成8年4月8日から1年
　　　間（マイコン・システム科

　　　と自動車整備科は2年間〉

定員各20人（マイコン・システ
　　　ム科は10人）

選考11月7日に各専門校で筆記
　　　試験（国語と数学）及ぴ面

　　　接試験を実施

応募10月12日～20日に所定の願
　　　書を各専門校へ
問合せ　県職業能力開発課智048－83

　　　0－4598か各専門校へ

圖圏圏囮
　行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日時10月24日（幻

　　　午前9時から正午まで
場　所　勤労福祉センター研修室

年金相談
　国民年金、厚生年金についてわか

らないことや知っておきたいことな

どありましたらお気軽にご相談くだ

さい。

日時10月26日休）

　　　午前10時から午後3時まで
場　所　勤労福祉センター研修室

團 囮 囮

　　　国民年金
　　こんなとき種別変更・

　確認の届出が必要です

　日本に住む20歳以上60歳未満のひ

とは、すべて国民年金の加入者です。

20歳以上の学生も当然加入です。

次の場合にはあなたの被保険者種別

が変わります。手続きをお忘れなく。

・サラリーマンの夫に扶養されるよ

　うになった場合

・本人の就職・退職のほか、結婚や

　離婚の場合

・夫の就職や退職の場合

・収入増により夫の扶養からはずれ

　た場合

★手続きをしないでそのままにして

　おくと将来年金が少なくなったり、

　受けられなくなったりします。

★被保険者種別が変わった場合その

　つど手続きが必要です。

10月1日～7日は公証週間です

　公正証書は、公証人の作成した公

文書であり、法律で定める要件に従

って作成したもので、強い証拠力の

ある証書です。金銭貸借、不動産売

買、賃貸借など各種の契約書や遺言

書など広い分野にわたって利用され

ています。

　公正証書作成に関する相談は無料
です。

　お問合せは、お近くの公証役場か

埼玉県公証人会（048－223－0911〉へ

どフぞ。
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門
火
焚
き
初
め
て
帰
る
妻
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

け
さ
秋
の
声
を
と
ば
し
て
尾
長
鳥
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

身
の
軽
き
想
い
に
目
覚
む
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

透
明
に
も
の
見
へ
て
来
し
秋
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

黄
昏
の
風
穏
や
か
に
門
火
焚
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

今
朝
秋
の
小
ぶ
り
の
茄
子
の
光
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

ほ
ど
け
ゆ
く
雲
の
行
方
や
秋
立
つ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

賑
や
か
に
迎
火
囲
む
家
族
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

迎
火
の
受
け
継
が
れ
来
し
家
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

農
仕
事
山
ほ
ど
残
し
秋
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

湯
上
り
の
投
げ
出
す
足
や
夜
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

迎
火
や
お
客
に
来
た
よ
の
声
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

迎
火
の
提
灯
と
行
く
独
り
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

迎
火
に
乗
り
て
浮
ぶ
は
母
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

二
う
を
勘

俳
句
会
⑬

｝
ざ
倒

険

秋
立
つ
や
垣
根
に
青
き
実
の
垂
れ
て
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
育
子
ー

新
聞
を
丸
め
て
火
種
魂
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

何
気
な
し
風
の
涼
し
や
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

迎
火
を
焚
か
ぬ
し
き
た
り
魂
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

迎
火
や
小
さ
き
提
灯
ま
じ
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

迎
火
の
焚
き
跡
黒
し
川
の
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

立
秋
の
雲
へ
心
を
あ
づ
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

立
秋
や
空
澄
み
わ
た
り
山
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

晩
学
や
秋
立
つ
気
配
背
に
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
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農林学級（10月）

開催日 内　　　　　容 時　間

8日（日） 木工ウマの型抜き　㊨ 10＝00

8日（日） 木工ウマの型抜き　⑭ 13：30

11日困 栗の渋皮煮e 10：00

14日仕） 巣箱作りから取付まで 10：00

翻

15日（日） サツマイモの収穫㊧ 10：00

18日㈹ サツマイモ料理e 10：00

21日d二） 木工万能台作り　e 10＝00
22日（日） 木工工作室開放日　e 10：00

22日（日） サツマイモの収穫㊧ 10：00

28日仕） 木工ワニの鉛筆立て醗 10＝OO

28日（土） 木工ワニの鉛筆立て観 13：30

　
学
　
ト
　
ノ
　
＝
　
㊥
　
所

　
、
　
務

　
子
　
事

　
親
般
理

　
生
一
管
0
1

　
学
＝
園
2
3

料
小
e
公
一

　
一
一
、
林
8
3

無
㊨
生
農
奮

用
象
　
・
せ

　
　
　
付
合

費
対
　
受
問

花き園芸講座（10月）

開催日 内　　　　容 費　用

17日（火） 植木苗木の植え付け 無　　料

19日（木） 秋の山野草を楽しむ 1，500円

20日働 フラワーアレンジメ 2，500円

ントを楽しむ

23日（月） 洋ランの冬越し 無　　料

26日㈱ 多肉植物（メセン） 1，000円

入門

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から
　　　行います。

間合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　興センター分室盈83－2841

パソコン検定3級資格取得コース

内　容　パソコンの基礎知識からワ

　　　ープロ・表計算、グラフ、

　　　関数データベース機能まで
日　時　平成7年11月13日（月）～12月

　　　12日（幻のうち21日間（土・

　　　日・祝日を除く）

場　所　熊谷女性職業センター

　　　技術講習室

応募10月20日働までにハガキ持
　　　参のうえ、プリモラ熊谷に

　　　ある申込書に記入し提出

資格受講後、就業を希望する初
　　　心者で全日程出席可能な女

　　　性
定　員　20人（多数の場合は抽選）

費　用　無料（ただし教材費10，000円、

　　　検定料4，600円は自己負担）

問合せ　プリモラ熊谷費23－2816

「まろにえの村」の開村

日時11月12日（日）

　　　午前10時から午後3時
　　　（雨天の場合は中止〉

場　所　桶川市駅西口公園

内　容竹馬・けん玉・水鉄砲など

　　　の昔の遊びやミニS　Lに乗

　　　ったり各種アトラクション

　　　などで世代をこえて楽しむ。

入場料無料
問合せ　嗣埼玉県高齢者生きがい振

　　　興財団　費048－831－2206

圖回國圖
海外視察研修参加者募集

　　　　　　　ロ　　～ヨーロツノ、～

　ふるさと創生事業の一環として平

成2年度より始められた海外視察研

修事業が、今年度もつぎの要領で実

施されます。

　この事業は、国際化が進む今日、

町民に国際的な視野及び知識を身に

つける機会を設け、研修で得た経験

をいかして、地域のリーダーとして

町づくり、人づくりを推進する人材

を育成することを目的に、ヨーロッ

パを研修地として派遣するものです。

◎研修期問

　平成8年1月28日～2月4日（予
　定）8日間

◎研修地
ヨー・ッパ（ドイツ・フランス）●

◎研修内容

　自然環境、住民生活、教育文化、

　産業経済、スポーツなど

◎参加資格

　江南町に住んでいる20歳以上の人

　（学生を除く）で、帰国後、研修

　の成果を積極的にいかし、町行政

　に取り組む意欲があると認められ

　る人。

◎派遣人員　若干名

◎募集の締切　10月27日㈹

◎選考と決定

　応募者の中から、江南町人材育成

　推進協議会で選考・審査・決定し

八
月
中
届
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関
ロ
　
サ
ク
　
6
0
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馬
場
　
久
夫
　
5
7
歳

　
松
葉
　
林
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大
久
保
徳
太
郎
7
9
歳

　
新
井
　
信
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7
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歳

　
駒
井
　
利
次
　
7
7
歳

　
野
本
　
基
宜
　
8
5
歳

　
飯
塚
小
千
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歳

板小小押三三成成敬
　　　　　　　　　　称　江江　　　　　　　　　　略
井川川切本本沢沢）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

八
月
中
届
出

押
　
切

　
　
　
　
あ
や
　
か

　
小
幡
　
彩
華

小
江
川

　
　
　
　
な
　
つ
み

　
野
口
　
菜
摘

　
塩
　
　
　
　
　
ち
か
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菅
原
　
　
力
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央

　
小
辻
な
る
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（
剛
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（
嘉
徳
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（
則
義
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（
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）

敬
称
略
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）
保
護
者

お
誕
生
お
め
で
と
う

12，440

町民のうごき

12，420一

12，400一

人／戸

3，660一

3，640一

3，620

6月　7月　8月　9月

9月1日現在

加
男
女
蹄

12，438人

6，118人

6，320人

3，667世帯

十2

－6

十8

－5

平成7年　救急車出動状況

救急出動状況 8　月 累　計

交　　　　　　　通 4件 44件

一　　般　　負　　傷 0件 14件

急　　　　　　　病 14件 109件
そ　　　の　　　他 5件 22件

合　　　　　　計 23件 189件
（13）



　　　　　　たくみ
福田　　匠ちゃん㊥
　平成6年11月11日生

両親僻勤須賀広

　おすわりをしておもちゃ

で遊んだり、ハイハイで絵

本を読んだり、お兄ちゃん

に遊んでもらうのが大好き。

　健康に育ってほしいです。

　　　　ゆ　　　み
田尻裕美ちゃん＠
　平成6年12月26日生

両親｛轟乏中央

　お姉ちゃんが大好きな裕

美です。

　早く歩けるようになって
お外で一緒に遊びたいな！

　　　　あや　　　か

北原彩花ちゃん＠
　平成6年10月20日生

両親｛醒離成沢

　写真の通り元気な女の子

！？です。高い所が大好きで、

特にパパの肩車がお気入り。

今度、どこかで見かけたら

気軽に声をかけて下さいね。

『
磯

態
亀
耀
一
歴
－
監

　　　　　　えい
笠原　瑛ちゃん㊥
　平成7年1月1日生
両親｛雲よ畿才，切

　「這えば立て、立てば歩

めの親心」の如く、日々の

成長を家族中で喜び、楽し

んでいます。健康で明るい

子供に育って欲しいです。

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
う
ど
ん

木
村
ま
さ
さ
ん
（
野
原
）

▼
材
　
料

　
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
粉

小
麦
粉

　
塩
　
水
（
ぬ
る
ま
湯
）

▼
作
り
方

大
さ
じ
一

五
〇
〇
g

小
さ
じ
一

二
〇
〇
㏄

①
小
麦
粉
に
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
粉
を
入
れ

　
良
く
か
き
ま
ぜ
ま
す
。

②
水
一
カ
ッ
プ
に
塩
小
さ
じ
一
を
入
れ

　
塩
水
を
作
り
ま
す
。

③
①
に
②
を
加
え
て
良
く
練
り
ま
す
。

④
練
り
上
っ
た
ら
、
ぬ
れ
布
巾
又
は
ビ

　
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
一
時
間
位
寝
か
せ

　
ま
す
。

⑤
の
し
台
に
打
ち
粉
を
振
り
う
ど
ん
生

　
地
を
乗
せ
め
ん
棒
で
の
し
ま
す
。

　
め
ん
棒
に
巻
け
る
程
広
く
な
っ
た
ら

　
手
前
か
ら
め
ん
棒
に
巻
き
付
け
、
向

　
こ
う
へ
押
し
や
る
様
に
こ
ろ
が
し
ま

　
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
三
～
四
㎜
の

　
厚
さ
に
の
し
ま
す
。

⑥
⑤
に
粉
を
振
り
な
が
ら
幅
7
～
8
㎝

　
位
の
屏
風
だ
た
み
に
し
端
か
ら
三
～

　
四
㎜
の
幅
で
切
り
ま
す
。

⑦
鍋
に
水
を
入
れ
沸
騰
し
た
ら
⑥
を
泳

　
が
す
様
に
入
れ
て
ゆ
で
ま
す
。

⑧
ゆ
で
上
っ
た
ら
、
た
っ
ぷ
り
の
水
で

　
手
早
く
さ
ら
し
ざ
る
に
上
げ
ま
す
。

※
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
夏
の
間
に
乾
燥
し
、

　
粉
末
に
し
て
缶
な
ど
に
保
存
し
ま
す
。

　
　
●

　
そ
　
ば

　
蕎
麦
が
き
と
は
、
そ
ば
粉
を
熱
湯
で

堅
く
こ
ね
た
も
の
で
す
。
昔
は
、
そ
ば

は
蕎
麦
が
き
な
ど
に
し
て
賞
味
し
て
い

ま
し
た
．
江
戸
の
人
々
は
、
初
そ
ば
を

人
よ
り
早
く
食
べ
る
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
と
き
に
は
、
袴
姿

で
初
そ
ば
を
食
べ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ

・
つ
。　
現
代
は
、
の
し
て
細
長
く
切
っ
た
も

の
を
、
単
に
そ
ば
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
昔
は
切
り
そ
ば
、
そ
ば
切
り
、

裁
ち
そ
ば
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ば
湯
と
は
、

そ
ば
の
ゆ
で
汁
の
こ
と
で
す
が
、
昔
の

は
そ
ば
粉
を
熱
湯
で
溶
き
、
甘
味
を
つ

け
て
い
ま
し
た
。
ぜ
い
た
く
な
ご
ち
そ

う
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
俳
句
の
季
語
に
は
、
新
そ
ば
、
秋
そ

ば
、
走
り
そ
ば
、
初
そ
ば
な
ど
の
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ
ば
に
は
、
夏
そ
ば
と

秋
そ
ば
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
そ
ば
の
ほ

う
が
大
粒
で
風
味
も
い
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
そ
ば
や
初
そ

ば
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
秋
を
い
う
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。
特
に
九
～
十
月

の
秋
そ
ば
の
走
り
は
、
未
熟
で
や
や
青

み
が
か
っ
た
の
が
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
ば
の
栽
培
は
、
古
く
か
ら
非
常
食

の
た
め
に
奨
励
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
山
村
の
過
疎
化
や
価
格
の
点
で

輸
入
品
が
中
心
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。




